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「生徒の意思決定支援と進路選択」 
進路指導主事 岩佐 成樹 

 

今年度、進路指導主事を務めております岩佐です。私からは、進路指導の重要なテーマである、生徒主

体の進路決定について書かせていただきたいと思います。 

 

さて、皆様はどのように進路を決定してきたでしょうか。私の経験から申しますと、自分の好きなこ

と、興味のあることからスタートした気がします。学校や自分のお世話になった先生が大好きで、その先

生のように「一人一人に丁寧に接したい、それぞれの生徒の力や性格に合わせて（今ではニーズとか特性

とかといった言葉で表現するのが適切かもしれません）対応できる教師になりたい」、そう考え教育学部

を選び、教師を志しました。自分の意思が一番にあったのだと思います。もちろん、そのように考えたと

しても、その裏にはその意思を支えてくれる存在（両親や学校の先生、自分が信頼する大人）があったこ

とは言うまでもありません。 

 

本校の進路指導はどうでしょうか。大切にしたいことはやはり同じで、「本人の意思」なのだと考えて

います。「私たちの事を私たち抜きで決めないで」（Nothing About Us Without Us）。これは障害当事者

が参加して制定された「障害者の権利に関する条約」で大切にされた言葉です。この言葉こそ、進路指導

に携わる者や家族、支援者が最も大切にしなければならないことであると思います。障害を持った人も

自分の意思で進路を決定していく支援を私たちはしていくべきだと考えます。高等部の進路指導では本

人の意思決定支援として様々な方法を試みています。言葉で自分の思いを伝えられる生徒ならば、丁寧

にその生徒の思いを聞き取りながら、じっくり進路指導を進めています。言語での表出はできるが、自分

の思いがうまく伝えられない生徒や言語での表出が困難な生徒に対しては自分の思いを表しやすくしま

す。具体的には、気持ちを数値化したり（例えば自分の気持ちが１から５のうちのどこに近いかなど）、

生徒の気持ちを教師が推察し、いくつか選択肢を与え、そこから近い気持ちを選んでもらったり、実際に

現場実習等の経験を重ねる中で、その生徒の表情を見たり、家での様子や気持ちの変化を聞き取ったり

する中で生徒の意思を汲み取ろうとするなどの工夫をしています。そういった工夫をしても「本当に生

徒の気持ちをしっかり汲み取れているのだろうか」と不安になることもあります。しかし、生徒の様子を

よく観察したり、お家の方や他の支援者の方などと話をしたりしながら、本人にとって何がベストなの

かを探りながら進めていくことを大切にして、進路指導を進めています。 

 

今年度も高等部 25名は、自分の持てる力を発揮し、皆一生懸命に現場実習をやり遂げました。自分の

好きな事、得意な事を生かせる場所、自分が決めた場所だからこそ主体的に目標を決めて取り組んだり、

目標に向かって努力したりする姿が見られたのだと思っています。本人の意思がこの成長を後押しして

いるのだと感じました。 

 

今回は高等部を例に出しましたが、高等部に限らず、保護者の方にお願いしたいことは、お子様の好き

なことや得意なことを共に見つけていっていただきたいということです。本人の「やってみたい」気持ち

を後押ししていただけるとありがたいと思います。その「好き」「やってみたい」という気持ちは必ず強

みになります。そして、進路決定をしていく際にはお子様の思いを尊重し、学校、家庭、本人がそれぞれ

の思いを持ち寄り、本人がいきいきと社会生活を過ごせるようにどうしていくとよいのか、何ができる

のかを探っていきましょう。それが本人の意思決定支援になると信じ、今後も進路指導を進めていきた

いと思います。御協力をよろしくお願いいたします。 

令和 元年 12月  

八  ツ  島  だ  よ  り  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 1５日に本校の公開研究会と｢第 59 回全国学校体育研究大会(令和 2 年度)｣のプレ大会を兼ね

た研究会を開催しました。｢分かる・できるを実感し、楽しさや喜びにつながる『運動』の授業づくり｣

のテーマの下、約 150 名の参加者が公開授業、ポスター発表、全体会、学部研究会、講演などを 

通して協議し、研究を深めました。子どもたちはたくさんの参加者に少し緊張した様子を見せなが 

らも、元気いっぱい、楽しそうに運動に 

取り組んでいました。今後も実践研究を 

継続し、テーマのとおり、子どもたちが 

運動することに楽しさや喜びを感じ、生 

涯にわたり運動やスポーツに親しむよう 

になることを願っています。保護者の方 

には、清掃奉仕作業や参観、運営に御協 

力いただき、ありがとうございました。 

１月の予定      
１日(水) 元日 

８日(水) 冬休み明け集会 

     もちつき会(小)  

   写真撮影 

９日(木)  大掃除(小) 看護学科実習④ 

１０日(金) 大掃除(中･高) 

１３日(月) 成人の日 

１４日(火) 発育測定(小、中･高男子) 

１６日(木) 新春茶会(～２１日) 

      発育測定(中･高女子) 

   看護学科実習⑤ 

２０日(月) 英語交流(中) 

２１日(火) そり遠足(小) 

２２日(水) 避難訓練(～2４日の間)      

      部活動⑧ 

２４日(金) 全校集会  

２７日(月) 集金日 

新中１中学部体験(～２９日) 

３１日(金) 冬の校外学習(中) 

      進路ケース会議(高～3/31) 

12月の主な予定 
２日(月) 発育測定(小・中高男子) 

３日(火) 発育測定(中高女子) 

４日(水) 部活動⑦(中３・高) 大掃除(高) 

５日(木) 大掃除(小･中)  

 ６日(金) 高等部入学選考会 

(高等部休業日、小･中下校 2:30) 

９日(月) 学校間交流(明新小)(小) 

１０日(火) 出張音楽堂 

１１日(水) 授業参観 個別教育相談会(～1３日) 

１２日(木) 合格発表(高) 集金日 

１３日(金) カレンダー完成祝い(中) 

１４日(土) 交流バドミントン大会(勝山ｼﾞｵｱﾘｰﾅ) 

１７日(火) クリスマス集会(小) 

      カレンダー配付(中) 

１８日(水) 新入生ガイダンス(小) 

    「かがやき」第 137 号発行(予定) 

１９日(木) 保健指導(小) 一日仕事⑦(高) 

 看護学科実習③(小・高) 

２０日(金) 給食終了  

２３日(月) 冬休み前集会(下校 11:30) 

２４日(火) 冬季休業(～１／７) 

不 審 者 対 応 避 難 訓 練 

11 月 19 日に不審者対 

応の避難訓練を行いまし 

た(５月の地震・火災訓 

練に続き２回目の避難訓 

練です)。子どもたちは先 

生の指示に従い、鍵を掛 

けた教室の隅に隠れたので、不審者(役の先生)から

見つけられることなく、また子どもが不審者を見

ることもなく訓練は進みました。不審者拘束後に

全員が体育館に集まり、副校長先生から不審者に

ついての話を聞いて訓練を終えました。１月には

事前に日時を知らせない、避難訓練を行います｡ 

高 等 部 現 場 実 習 報 告 会  

 公 開 研 究 会 

 

11 月 13 日に「高等部現場実習」の報告会を

行いました。高等部の生徒一人一人が実習の様

子や感想を，スクリーン 

に映したスライドを使っ 

て発表しました。実習を 

通して見つけた自らの強 

みや課題を堂々と語る姿 

に成長の証を感じました。 

発表後には小学部や中学部の子どもたちから

いろいろな質問が出ました。将来をイメージす

る良い機会になったことと思います。保護者の

方々も御参観ありがとうございました。 



 


